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「認定NPO法人」全国の事例
.casel・認定NPO法人「希望J(茨城県)......02..0 
case2・認定NPO法人
「江戸城再建を目指す会J(東京都) ・ .08 

「認定NPO法人」制度一一
税制優遇等のメリット
税理士の大沢英夫さんに聞く 04・05

県からのお知らせ~
認定NPOのご相談は「認定NPO法人専門員」へ 05 

「認定NPO法人」になる!

. ばい人

「
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~鉱9月先4汚.
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奨
学
金
を
給
付

中
高
生
の
就
学
を
支
援
す
る

人

何
ν

獄
事
例
の
加
国
市川
全

casel 
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奨
円
玄
立
を
給
付
す
る
事
業
に
取
り
組
む

中
高
生
に
月
額

2
万
円
の
奨
学
金
を
、
高
校

卒
業
ま
で
支
給
す
る
目
的
で

N
P
O
法
人
を
立

ち
上
げ
た
。

非
力
を
省
み
ず
立
ち
上
げ
た

N
P
O
法
人
も
、

設
立
か
ら

9
年
を
経
過
し
た
。
私
た
ち
の
活
動

が
、
地
域
の
人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
一
つ

の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

今
年
も
四
月
に
、
古
河
市
ユ
|
セ
ン
タ
ー
総

和
で
当
N
P
O
法
人
「
希
望
」
の
奨
学
金
贈
呈

式
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
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私
は
、
小
学
生
の
時
、
父
親
を
海
難
事
故
で

失
っ
て
経
済
的
な
理
白
か
ら
高
校
進
学
を
あ
き

ら
め
か
け
た
。

そ
の
と
き
、
恩
師
の
励
ま
し
と
支
援
に
よ
っ

て
学
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
よ
う

な
体
験
が
あ
る
の
で
、
こ
の

N
P
O
に
は
熱
い

思
い
入
れ
が
あ
る
。

奨
学
生
か

5
感
謝
の
手
紙
が
届
く

奨
学
金
給
付
の
活
動
を
し
て
い
て
何
よ
り
も

う
れ
し
い
の
は
、
奨
学
生
や

O
B
の
方
か
ら
い

た
だ
く
お
礼
の
言
葉
だ
。
奨
学
生

O
B
の
田
中

翼
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

い
た
。「
高
専
入
学
か
ら
台
湾
留
学
、
大
学
卒
業
に

至
る
ま
で
ず

っ
と
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
で
は
授
業
料
や
交
通
費
な
ど
の
経
費
が
か

か
り
、
奨
学
金
の
支
え
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
宇
都
宮
大
学
の
大
学
院
土
学
研
究
科

へ
進
学
し
て
研
究
者
と
し
て
の
生
活
を
始
め
て

い
ま
す
。
」

書哩Jら1・，

民
間
奨
学
金
は
求
め
ら
れ
て
い
る

欧
米
諸
国
に
比
べ
て
寄
付
に
対
す
る
税
の
優

遇
措
置
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
日
本
だ
が
、
こ
の

た
び
改
正
さ
れ
た
優
遇
措
置
を
生
か
し
て
、
民

間
奨
学
金
給
付
団
体
と
し
て
の
私
た
ち
の
活
動

を
一
層
、
頑
張
り
た
い
。
医
療
関
係
の
団
体
や

経
営
者
団
体
も
積
極
的
に
会
員
に
な
っ
て
く
れ

て
い
る
。

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
良
い
と
い
う
風
潮
に
抗

し
て
、
個
人
も
企
業
も
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会

を
作
る
た
め
に
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
心

強
し
。

、一仁 ~.守--iJf

η
認
定
を
受
け
る
た
め
の
留
意
点

特
に
次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
体
制
を
整
備

し
た
こ
と
が
認
定
を
受
け
る
鍵
と
な
っ
た
。

①
私
的
な
も
の
、
怒
意
的
な
も
の
が
入
り
込

む
余
地
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
理
事
会
な
ど
の
役
員
会
で
も
そ
の
よ
う
な

事
項
を
日
々
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

認
定

N
P
O法
人
「
希
望
」

(
茨
城
県
)

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
中
高
生
忽
ど

に
対
し
て
奨
学
金
給
付
を
行
う
活
動
を
し
て
い
る

N
P
O
法
人
「
希
望
」
。
理
事
長
の
桑
原
正
信
さ

ん
に
、
認
定
N
P
O
法
人
取
得
な
ど
活
動
の
苦
心

談
を
聞
い
た
|
|
|。

奨学金贈呈式にて (卒業生のあいさつ)

こ
の
活
動
は
、
多
く
の
方
々
の
寄
付
金
や
会

費
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

三
年
間
4
百
万
円
の
奨
学
金
を
給
付

私
た
ち
は
、
古
河
市
近
隣
に
居
住
し
て
い
て

経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
中

高
生
、
大
学
生
、
大
学
院
生
に
対
し
て
月
額

2

万
円
、
年
額
で

M
万
円
の
奨
学
金
を
給
付
し
て

い
る
。
当
初
は
中
高
生
に
奨
学
金
を
給
付
し
て

い
た
が
、
今
で
は
大
学
生
、
大
学
院
生
に
も
給

付
し
て
い
る
。

応
募
数
が
多
い
の
で
応
募
者
全
員
に
は
給
付

③
経
費
の
支
出
を
適
正
に
し
、

体
へ
の
寄
附
は
行
わ
な
い
。

④
そ
の
証
明
の
た
め
に
、
会
計
の
帳
票
は
し

っ
か
り
と
作
成
し
保
管
す
る
。

⑤
奨
学
生
選
考
は
明
確
な
基
準
を
持
っ
て
公

正
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
選
考
委
員
の
見
解

等
も
保
管
す
る
。

飲
食
や
他
国

平成23年度の収支計算書
(単位円)

1.340.000 
5，696，327 
14，919 
7，051，246 
14.377，913 
21.429.159 

726，770 
3，950，000 
5守000
73，500 

で
き
な
い
の
が
現
状
だ
が
、
そ
れ
で
も
昨
年
度

は
合
計
で

4
百
万
円
ほ
ど
の
給
付
を
実
現
で
き

た
。
給
付
を
継
続
し
て

い
る
奨
学
生
数
は
却
名

と
な
っ
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
手
ム
汁
当
で
活
動

桑原正信理事長さんとスタッフの岡村さん

会
員
は
、
個
人
、
法
人
と
も
正
会
員
と
賛
助

会
員
の

二
種
類
と
し
て
、
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て

い
る。

正
会
員
の
年
会
費
は

1
口
2
万
円
、
賛
助
会

員
の
年
会
費
は

1
口
1
万
円
と
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
会
費
収
入
は

1
3
4
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
寄
付
金
収
入
が

5
7
0
万
円
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
。

総
収
入
は

7
0
0
万
円
ほ
ど
で
あ
り
、

収
入

の
ほ
と
ん
ど
を
奨
学
金
及
び
就
学
支
援
事
業
費

に
充
当
し
て
い
る
。
極
力
管
理
費
を
削
り
、
ス

タ
ッ
フ
は
手
弁
当
で
活
動
し
て

い
る
の
が
現
状

だ

地
域
の
方
か
ら
大
き
な
共
感

当
初
は
、
無
償
で
奨
学
金
を
支
給
す
る
私
た

ち
の
事
業
に
対
し
て

「何
か
裏
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
」
と
か

「宗
教
団
体
の
布
教
活
動
で

は
な
い
か
。
」
と
い
っ
た
穿
っ
た
声
も
聞
か
れ

た
が
、
私
た
ち
は
メ
リ
ッ
ト
が
無
け
れ
ば
や
ら

な
い
と
い
っ
た
発
想
を
超
え
て
、
地
道
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

お
か
げ
で
、
地
域
の
大
勢
の
個
人
や
法
人
か

ら
賛
同
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

「
私
達
が
現
在
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
私
達

を
育
て
て
く
れ
た
社
会
の
お
陰
で
あ
る
。

」
と

い
う
気
持
ち
で
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

茨
城
県
初
の
認
定
N
P
O法
人
に
な
る

平
成
同
年
、
茨
城
県
で
初
、
全
国
で
も
ま
だ

日
法
人
し
か
な
い
時
期
に
、
認
定
N
P

O
法
人

と
な
っ
た
。

よ
り
多
く
の
中
高
生
に
奨
学
金
を
支
給
し
た

い
と
の
思
い
が
強
く
あ
っ
た
の
で
、
厳
し
い
認

定
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
努
力
し
た
。

特
に
、
団
体
の
活
動
に
私
的
な
恋
意
性
の
入

⑥
地
域
の
教
育
委
員
会
等
と
の
協
力
関
係
を

保
つ
。
私
た
ち
の
毎
年
の
奨
学
金
贈
呈
式
に

は
、
教
育
委
員
会
か
ら
も
出
席
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

岩
手
県
の
N
P
O法
人
へ
の
激
励

認
定
を
受
け
る
に
当
つ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク

・
サ
ポ
ー
ト

・
テ
ス
卜
と
い
う
公
共
性

・
公

益
性
の
観
点
か
ら
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
。

岩
手
県
の

N
P
O
法
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

点
に
気
を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
事
業
報
告
を
透
明
に
し
て
、
将
来
計
画

を
見
据
え
て
認
定
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
。住所:〒306-0234

茨城県古河市上辺見 2710

TEL: 0280-31-5789 

FAX: 0280・32-8338

(受付日時:月~金 9.00"'-' 15:00) 

E-Mailmfo@npo・kibou.com

http://www.npo・kibou.coml

説明会の線子

認定NPO法人「希望J

30.320 
0 
0 
700 
39.790 
0 

4.826.080 
2.225.166 
16.603，079 

【平成23年度収支計算書の基準クリア状況】
.経常収入に占める寄附金の割合

~81% (基準20%以上)

-特定非営利活動に係る事業費の割合

~99% (基準80%以上)

-受入れ寄附金のうち特定非営利活動の事業費

に充てた額の割合~100% (基準70%以上)

収入の部

会費収入

寄付金収入

雑収入

当期収入(A)

前期繰越収支差額

当期収入合計(8)

支出の部

1 事業費

就学支援事業資

奨学金

交流事業費

広報宣伝事業

管理費

通信費

交際費

消耗昂賞

租税公課

雑費

予備費

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)ー (C)

次期繰越収支差額(8)一(C)
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り
込
む
余
地
は
な
い
か
、
不
適
切
な
経
費
支
出

の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
、
地
域
の
教
育
委
員
会
等
と

の
協
調
関
係
な
ど
、

パ
ブ

リ
ッ
ク

・
サ
ポ
ー

ト

・
テ
ス
卜
と

い
う
公
共
性

・
公
益
性
の
ハ

ー

ド
ル
を
超
え
る
体
制
を
整
え
た
。

奨
学
金
給
付
を
継
続
す
る
難
し
さ

初
め
か
ら
基
金
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
何

人
か
で
お
金
を
持
ち
寄
っ
て
始
め
た
。
し
か
し
、

入
学
時
に
奨
学
金
を
給
付
す
る
と
、
卒
業
ま
で

3
年
間
給
付
が
継
続
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
あ

る
程
度
の
給
付
額
の
確
保
が
必
要
と
な
る
が
、

パ
ブ
リ
ッ
ク

・
サ
ポ
ー
ト

・
テ
ス
ト
で
は
集
め

た
も
の
は
ス
ト
ッ
ク
で
き
な
い
と
い
う
点
で
苦

労
し
た
。
現
在
で
も
、
毎
年
度
、
一
定
額
以
上

の
給
付
額
を
確
保
し
続
け
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
し
。
ー
私
の
進
学
の
体
験
か
う
熱
い
思
い
が

現
在
で
は
、
大
学
進
学
率
も
増
加
し
て
い
る

上
、
最
近
の
報
道
に
よ
る
と
、
茨
城
県
内
の
高

校
で
は
親
が
失
職
す
る
な
ど
家
庭
の
経
済
的
理

由
に
よ
る
中
退
者
が
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

今
後
も
、
景
気
低
迷
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
っ

て
、
学
び
た
く
て
も
学
校
へ
行
け
な
い
手
ど
も

が
生
ま
れ
る
と
予
測
さ
れ
る
。

7月1日現在、認定NPO法人の数は全国で264法人となった。
現在、認定NPO法人が一つでも存在する都道府県は、34都道府県。認定NPO法人が
一つも存在しないI認定NPO法人空白県jは岩手県、育森県を含め13県となっている。

仙台市太白区郡山8丁目2-28

仙台市青葉区花京院 1-4-1 

仙台市青葉区本町1丁目9番5号

五域ピル502

大館市豊町2番37号
秋田市上北手荒巻字堺切24-2

山形市荒橋町一丁目17-40

ロージーベJレ

[秋田県12法人
花岡平和記念会

あきたスギッチファンド

~ 1 r. " 
国際ボランティアセンター山形

[福島県11法人
ふくしまNPOネットワークセンター

{宮城県]3法人
J¥ートフル福祉募金

みやぎ発達障害サポートネット

北海道・東北の「認定NPO法人j一覧

札幌市北区北十八条西三丁目2-21

札幌市白石区南郷通9丁目北5-15

工ムズ南郷通ビル

札幌市中央区北四条西7丁目5
緑苑第2ピル707
函館市五稜郭町19・15
厚岸郡浜中町イ中の浜122
札幌市中央区北四条西十二丁目ト55
ほくろうビル4階
札幌市中央区北5条西6丁目2

札幌市中央区南九条西三丁目 l番6号
彩木ピル2階

北の森と川・環境ネットワーク

霧多布湿原ナショナルトラスト

消費者支援ネット北海道

飛んでけ車いすの会北海道

北海道移植医療推進協議会

カルチャーナイト北海道

[北海道]8法人
皮膚病理発展推進機構

一れ
ど
仙
丹
》

hhJu.
H早川
ヰ.ー

福島市置賜町1-29
北海道市民環境ネットワーク



少し、がんばると手が届くよ

うに改正された f認定 NPO
法人j制度…

NPO法人が認定を取ると寄
附金が集めやすくなります。

なんといっても寄附者が

喜びます!

-・・税理士の大沢英夫さんに聞く

活
動
資
金
に
削
っ
て
い
ま
ゼ
ん
か
?

お
附
を
笠
め
や
す
く
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
…
w
回附

し
て
く
た
さ
コ
た
方
々
の
き
怠
に
応
え
る
た
め
に

も
、
司
刃
叫
{
d
M
V
P
O
込
人
t

と
な
る
こ
と
に
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

義
援
金
と

支
援
金
の
違
い

合

活
動
資
金
を
集
め
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
れ

が
義
援
金
か、

支
援
金
か
と
悩
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
義
援
金
は
、
被
災
者
に
対
す
る
慰
謝
激
励
の

見
舞
金
で
す
か
ら
、
N
P
O
法
人
の
会
計
処
理

と
し
て
は
「
預
り
金
」
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
支
援
金
は
、
他
の
団
体
へ
全
額
拠
出
す

る
よ
う
な
も
の
は
義
援
金
と
同
じ
で
す
が
、
支

援
金
を
受
け
取
っ
た

N
P
O
法
人
の
災
害
支
援

活
動
に
使
わ
れ
る
も
の
は
受
取
寄
附
金
収
入
と

し
て
会
計
処
理
さ
れ
ま
す
。
寄
附
金
に
つ
い
て

の
税
制
優
遇
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
理
解
す
る

こ
と
が
N
P
O
法
人
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

み
金
付

J
の
・'何回

法
人
に
あ
っ
て
は
、
法
人
が
認
定
N
P
O
法

人
へ
寄
附
を
し
た
場
合
、
経
費
の
枠
(
損
金
算

入
限
度
額
と
い
い
ま
す
。
)
が
、
拡
大
さ
れ
た

の
で
認
定
N
P
O
法
人
に
と
っ
て
は
寄
附
を
も

ら
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

口

封咽

urの
和
占
…

遺
産
を
相
続
し
た
相
続
人
等
が
、
認
定

N
P
O
法
人
に
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
寄

附
し
た
相
続
財
産
等
に
対
し
て
相
続
税
が
非
課

税
と
さ
れ
ま
す
。
(
相
続
税
は
改
正
予
定
で
、

改
正
後
の
最
高
税
率
は
日
%
で
す
。
)

E

日

末

思

F
「
阿
世
一
す守
r
特
伊

こ
の
ほ
か
に
、
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
て

法
人

・
個
人
が
行
っ
た
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
取
扱
が
あ
り
ま
す
。

認
定
N

P

O
法
人
に

な
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ

合

こ
う
し
た
認
定
N
P
O
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
を

受
け
る
た
め
に
は
、
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
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県からのお知らせ

「認定NPOのご相談」

は「認定 NPO法人

専門員Ĵ' 

税理士・大沢英夫さん

プロフィール

NPO法人NPO会計税務専門家ネットワーク会員。

NPO法人いわて企画塾理事長、 NPO法人福祉支

援理事事務局長

NPO法人の講義がNHKテレビ番組 「クロース.ア

ップ現代」でも取り上げうれた。

盛岡市在住。

税
制
優
遇
措
置
を

理
解
す
る

~ 

阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
制
度
化
さ

れ
た

N
P
O
法
人
制
度
で
す
が
、

こ
の
た
び
の

N
P
O
法

・
寄
附
税
制
の
改
正
も
、
東
日
本
大

震
災
時
と
歴
史
的
な
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

い

る
時
で
そ
の
偶
然
性
に
驚
い
て
い
ま
す
。
県
内

の
N
P
O
法
人
な
ど
の
団
体
は
、
民
に
よ
る
公

共
の
担
い
手
と
し
て
、
被
災
者
支
援
等
に
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
の
結
果
、
様
々
な
資
金
が
集
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
寄
附
な
ど
に
よ
り
資
金
を
得
た

N
P
O
法
人
に
と
っ
て
、
認
定
N
P
O
法
人
と

し
て
の
認
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、

税
制
上
の
優

遇
措
置
を
得
ら
れ
ま
す
。
N
P
O
法
人
は
こ
の

優
遇
措
置
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た

い
と
こ
ろ

で
す
。

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
、
幅
広
く
市
民
の
支
持

を
得
て
い
る
か
ど
う
か
の
テ
ス
卜
を
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
テ
ス
卜
を
「
パ

ブ
リ
ッ
ク

・
サ
ポ
ー
ト

・
テ
ス
ト

(P
S
T
)
」

と
い
い
ま
す
。

「
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
サ
ポ
ー
ト

・
テ
ス
ト

(
P
S
T
)
」
に
は
次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
り

ま
す
。
今
回
新
た
に
2
つ
の
基
準
が
追
加
さ
れ
、

3

つ
の
基
準
の
中
か
ら
選
択
で
さ
る
こ
と
に
な
り

中
小

!υ
れ
ん
。

-
経
常
収
入
金
額
に
占
め
る
寄
附
金
の
割
合

が

5
分
の

1
以
上
(
以
前
は

3
分
の

1
以

よ
で
し
た
)

-
各
事
業
年
度
中
の
寄
附
金
の
金
額
、か

3
.
0
0
0円
以
上
で
あ
る
寄
附
者
の
数

が
年
平
均
1
0
0人
以
上

-
都
道
府
県
・
市
町
村
か
ら
条
例
で
個
別
指

{疋
さ
ら
に
、
認
定
N
P
O
法
人
と
し
て
の
認
定

を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
要
件
が
求

県
庁
N
P
0
・
文
化
国
際
課
で
は

「認
定
N
P
O法
人
」
を
目
指
す
県
内

の
N
P
O法
人
を
支
援
す
る
た
め
に
、

平
成
凶
年
4
月
か
ら
認
定
N
P
O法
人

専
門
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

「
う
ち
の
法
人
は
認
定
N
P
O法
人

の
基
準
に
合
致
す
る
の
か
?
」
「
認
定

N
P
O法
人
に
な
る
に
は
、
ど
ん
な
申

請
書
類
を
用
意
す
れ
ば
よ
い
の
か
?
」

な
ど
、
認
定
N
P
O法
人
に
関
す
る
相

談
や
申
請
の
窓
口
に
つ
い
て
は
、
こ
ち

ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

認
定
N
P
O
法
人

に
は
税
制
上
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

合

N
P
O
法
人
の
中
で
も
、
よ
り
高
い
公
益
性

の
基
準
を
満
た
す
も
の
と
認
定
を
受
け
た
法
人

を、

「認
定
N
P
O
法
人
」
と
言
い
ま
す
。
今

年
の

4
月
1
日
か
ら
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
認

定
N
P
O
法
人
と
し
て
の
認
定
事
務
が
仙
台
国

税
局
か
ら
岩
手
県
に
移
管
さ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
仙

台
ま
で
出
向
く

こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
認

定
N
P
O
法
人
制
度
に
は
、

N
P
O
法
人
に
は

無
い
、
次
の
よ
う
な
税
制
上
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。同

じ
法
人
内
で
、
税
法
上
の
収
益
事
業
か
ら

特
定
非
営
利
事
業

(
本
部
な
ど
)
へ
移
動
し
た

金
額
(
本
部
経
費
な
ど
に
充
て
た
金
額
)
の
こ

と
で
す
。
こ
の
み
な
し
寄
附
金
は
、

N
P
O
法
人
で
は

経
費
と
は
認
め
ら
れ
ず
課
税
対
象
で
す
が
、
認

定
N
P
O
法
人
で
は
、
所
得
金
額
の
印
%
又
は

2
0
0
万
円
の

い
ず
れ
か
大
き
い
金
額
ま
で
は

経
費
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

認
定
N
P
O法
人
へ
の
寄
附
へ
の
優
遇

制

vι
料
品
一

σ

個
人
の
方
か
ら
の
認
定
N
P
O
法
人
へ
の
寄

附
は
、
特
定
寄
附
金
と
し
て
、
所
得
税
か
ら
控

除
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

口

認定 NPO法人
への寄附者に対

する税制上の

優遇措置

め
ら
れ
、
適
切
な
団
体
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
事
業
活
動
に
お
い
て
、
共
益
的
な
活
動

(
仲
間
う
ち
)
の
占
め
る
割
合
が
、
切
%

未
満
で
あ
る
乙
と
。

-
運
営
組
織
及
、
ひ
経
理
が
適
切
で
あ
る
こ
と
。

.
事
業
活
動
の
内
容
が
適
正
で
あ
る
こ
と
。

(
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
、
同
族
経
営
な
ど
に

つ
い
て
)

-
事
業
報
告
書
等
の
書
類
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

-
事
業
報
告
書
等
を
所
轄
庁
に
提
出
し
て
い

る
こ
と
。

仮
認
定
制
度
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

m 

仮
認
定
制
度
も
活
用
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

設
立
の
日
か
ら

5
年
を
経
過
し
な
い

N
P
O
法

人
は
、
上
記
の

P
S
T
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
平

成
幻
年
3
月
末
ま
で
は
、
設
立
し
て

1
年
以
上

認定NPO;五人専門

軍州宇品て"可。
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個
人
が
認
定
(
仮
認
定
)
N
P
O

法

人

に

寄
附

を
す
る
と
、

所

得

税

(
国
税
)
の
計
算
に
お
い
て
、
寄
附

金
控
除
(
所
得
控
除
)
又
は
税
額
控

除
の
い
す
れ
か
の
控
除
を
選
択
適
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
又
は

市
区
町
村
が
条
例
で
指
定
し
た
認
定

(
仮
認
定
)
N
P
O
法
人
に
個
人
が

寄
附
を
す
る
と
、
個
人
住
民
税
(
地

方
税
)
の
計
算
に
お
い
て
、
寄
附
金

税
額
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

個人が寄附を

する場合

卜iヌlを参考にしましlう!

で
2
事
業
年
度
を
終
え
て
い
る

N
P
O
法
人
な

ら
法
人
設
立
の
日
か
ら

5
年
を
経
過
し
た
法
人

で
あ
っ
て
も
申
請
可
能
な
の
で
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

寄
附
者
が
ゼ
ロ
で
も
、
寄
附
金
が
ゼ
口
円
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
他
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
「
仮
認
定
」
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

仮
認
定
制
度
を
活
用
し
て
、
寄
附
金
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
よ
と
市
民
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し

「
3
千
円
・

1
0
0
人
」
の
寄
附
集
め
を
し
な

が
ら
認
定
N
P
O
法
人
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

但
し
、
こ
の
仮
認
定
N
P
O
法
人
に
は
み
な

し
寄
附
金
と
相
続
税
の
非
課
税
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仮
認
定
N
P
O
法
人
の
有

効
期
間
は

3
年
で
す
。
こ
の
点
に
は
留
意
が
必

要
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
年
3
千
円
以
上
の
寄

附
者
」
を
「
年
平
均

1
0
0
人
以
上
」
募
れ
ば

認
定
N
P
O
法
人
に
な
れ
ま
す
。
少
し
が
ん
ば

っ
て
こ
の
「

3
千
円

・
1
0
0人
」
を
集
め
て

認
定
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
-
認
定
N
P
O法
人

一

専
門
員
に
よ
る
相
談
窓
口

岩
手
県
政
策
地
域
部

N
P
0
・
文
化
国
際
課

平

日

午

前

9
時

3
午

後

4
時

(
た
だ
し
金
曜
日
は
午
後

3
時
ま
で
)
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今やコンビ二の数より多くなったNPO法人への寄附を促す

ために税制上設けられた箔霞が、認定NPO法人制度である。

この制度|まNPO法人の財政的基盤を強化することに役立

ち、NPO法人の活動を側面から支媛するものだ。

このたびの法改正によって認定NPO法人に忽るのが容易に

なった。

NPOアドバイザー 関口宏聡さんに、 「認定NPO法人」に

なる方法とポイン卜について聞いた一一一。

「認定NPO法人J
になる!

ポイン卜をクリアすれば、

「認定」は夢ではない。

一1
.「
認
定
」
要
件
を
ク
リ
ア
す
る

γ

.
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は

「
高
い
公
益
性
」
が
求
め
ら
れ
る

N
P
O
法
人
の
「
認
証
」
で
は
、
比
較
的
形

式
的
に

「公
益
性
の
あ
る
団
体
で
あ
る
か。

」

を
判
定
し
て
-
認
証
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
認

定

N
P
O
法
人
の
「
認
定
」
の
場
合
は
、
「
よ

り
客
観
的
な
基
準
に
お
い
て
、
高
い
公
益
性
を

も
っ
て

い
る
。
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
認
定
N
P
O
法
人
に
な
る
と
、

寄
附
税
制
の
対
象
と
な
る
な
ど
、
税
制
優
遇
が

適
用
さ
れ
る
た
め
で
す
。
そ
こ
で
「
認
定

N
P

O
法
人
」
と
し
て
認
定
す
る
際
に
は
、
通
常
の

N
P
O
法
人
よ
り
も
一
層
強
く
「
公
益
性
の
あ

る
団
体
で
あ
る
。」

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
わ
け

で
す
。
そ
の
た
め
、
認
定
申
請
に
提
出
す
る
書
類
で

は
、
「
広
く
一
般
か
ら
支
持
を
受
け
て
い
る

か
。
」
、
「
活
動
や
組
織
運
営
が
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。
」
、
「
よ
り
多
く
の
情
報
公
聞

が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
」
等
が
厳
格
に
審
査
さ

れ
ま
す
。

認
定
を
希
望
す
る

N
P
O
法
人
は
、
組
織
と

し
て
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

-
今
な
ら
、す
べ
て
の
N
P
O法
人
が

仮
認
定
を
受
け
ら
れ
る

仮
認
定
は
本
来
で
あ
れ
ば
「
設
立

5
年
以
上

を
経
過
し
た
法
人
」
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

2
0
1
5
隼
3
月
ま
で
は
全
て
の

N
P
O
法
人

に
仮
認
定
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
今
だ
け

の
メ
リ
ッ

ト
も
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
多
く
の

N
P
O
法
人
に
と
っ
て
は
、

ま
ず
仮
認
定
釦
度
を
利
用
す
る
の
が
現
実
的
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「仮
認
定
」
さ
れ
れ
ば
、
寄

附
控
除
の
対
象
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
市
民
に
向
け
て

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

「
3
千
円

・
1
0
0
人」

の
寄
附
集
め
を
し
て
、
認
定
N
P
O
法
人
へ
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
「
仮
認
定
」
の
制
度
の
利
用
を
検
討
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

一E申
請
書
類
を
作
成
し
て
み
る

γ

・
4
月
か
ら
、
県
と
政
令
指
定
都
市
が

窓
口
に
な
っ
た

P
S
T
要
件
や
事
業
内
容
や
運
営
実
態
な
ど

の
認
定
要
件
を
満
た
せ
る
目
途
が
つ
く
と
き
は
、

認
定
申
請
の
た
め
の
書
類
づ
く
り
に
着
手
し
ま

し
ょ
う
。
認
定
機
関
は
、
今
年
の

4
月
か
ら
、

国
税
庁
か
ら
「
都
道
府
県
ま
た
は
政
令
指
定
都

市
」
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の
準
備

が
で
き
た
ら
、
窓
口
に
行
っ
て
相
談
す
る
こ
と

が
大
事
に
な
り
ま
す
。
今
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
仮
認
定
制
度
」
に
つ
い
て
も
事
前
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
第
1
に、

会

計
や
経
理
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
と
、
役
員
要

件
を
早
目
に
満
た
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

-
ま
ず
、
担
当
窓
口
に
相
談
す
る

する
詳。た認

し め 定
いに N
こは P
と次 O
はの j去
担よ 人
当うと
窓なし
口書て
i三類の
汀が認
つ求定
て めを
確ら申
かれ詰
めます

-
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
は

「P
S
T」
要
件
を
ク
j
ア
す
る

ιと

具
体
的
に

「公
益
性
」
を
説
明
す
る
た
め
の

要
件
と
し
て
次
の
よ
う
な
項
目
が
求
め
ら
れ
ま

す
。(1
)
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ポ
ー
ト
・
テ
ス
ト

(
P
S
T
)
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と

①
経
常
収
入
金
額
に
占
め
る
寄
附
金
の
劃
合

が
却
%
以
上

②
各
事
業
年
度
中
の
寄
附
金
の
金
額
が

3
干

円
以
上
で
あ
る
寄
附
者
の
数
が
年
平
均
百

人
以
上

③
都
道
府
県

・
市
町
村
か
ら
条
例
で
個
別
指
定

(2
)
メ
イ
ン
と
す
る
活
動
が「
共
益
的
な
活
動
」
で
な

い
こ
と

(3
)
運
営
組
織
等
が
適
正
で
あ
る
こ
と

①
公
認
会
計
士
等
の
監
査
を
受
け
て
い
る
か
、

青
色
申
告
法
人
と
同
時
に
取
引
を
帳
簿
に

記
録
し
保
存

②
支
出
し
た
金
銭
に
つ
い
て
費
途
が
不
明
な

も
の
や
、
帳
簿
へ
の
虚
偽
の
記
載
が
な
い

(
4
)
事
業
内
容
に
つ
い
て
一
定
の
要
件
を
み
た
し
て

い
る
こ
と

①
実
績
判
定
期
間
に
お
い
て

【特
定
非
営
利

活
動
に
係
る
事
業
費
/
事
業
費
の
総
額
】

の
割
合
が
加
%
以
上

②
実
績
判
定
期
間
に
お
い
て

【特
定
非
営
利

活
動
の
事
業
費
に
充
て
た
額
/
受
け
入
れ

寄
附
金
の
総
額
】
の
割
合
が
市
%
以
上

(
5
)
情
報
公
開
が
適
正
で
あ
る
こ
と

(
6
)
事
業
報
告
書
等
を
所
轄
庁
に
提
出
し
て
い
る
こ
と

(
フ
)
法
令
違
反
等
が
は
い
こ
と
を
示
す
こ
と

(例

一
法
人
税

・
消
費
税

・
源
泉
所
得
税
を

適
正
に
申
告

・
納
付
し
て
い
る
)

(
8
)
設
立
か
ら
1
年
を
超
え
る
期
間
が
経
過
し
て
い

る
と
と

※
そ
の
他
、

欠
格
事
由
が
あ
り
ま
す

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①

申
請
書

②
認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

③
寄
附
金
を
充
当
す
る
予
定
の
具
体
的
な

事
業
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類

④
寄
附
者
名
簿
(
実
績
判
定
期
間
内
の
日

を
含
む

2
事
業
年
度
分
)
必
要
書
類
は
全

種
類
3
部
用
意
し
ま
す
(
正
本
1
通
、
副

本

2
通
)
。
い

つ
・
い
く
ら
貰
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
ど
こ
の
誰
か
ら
貰
っ
た
の
か

が
重
要
で
あ
り
、
寄
附
者
の
住
所
を
記
載

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

-
活
動
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う

確
信
を
持
っ
て

認
定

N
P
O
法
人
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
寄
附
を
集
め
や
す
く
な
り
、
団
体
の
財
政

基
盤
の
強
化
、
活
動
の
一
層
の
発
展
が
期
待
で

き
ま
す
。

N
P
O
法
人
が
寄
附
集
め
を
す
る
中
で
、
本

来
の
活
動
を
展
開
す
る
キ
ッ
カ
ケ
を
つ
か
む
こ

と
も
出
来
ま
す
。
ま
た
、
寄
聞
を
す
る
方
が
活

動
に
参
加
す
る
機
会
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
確
信
を
持
っ
て
、
ぜ
ひ
と
も
認

定
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
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認定を受ける

ための疑問に

お答えします

1984年生まれ。千葉

県出身。 2009年、東

京学芸大学教育学部環

演教育専攻卒。新宿区

協働支援会議委員、せ

んだいみやぎNPO

センター評議員。 E本
ファンドレイジング協

会設立に携わり、現在

は、 NPO法認定N

PO法人制度改正活動

やNPOWE8の三ユ
ースなどを担当。国会

議員へのロピ活動や

省庁との調整

などにも

奮闘中。

こ
れ
ら
の
要
件
の
中
で
も
最
大
の
難
関
と
さ

れ
る
の
は
、
「
パ
ブ
リ

ッ
ク

・
サ
ポ
ー
ト

・
一プ

ス
卜」

(
P
S
T
)
の
ク
リ
ア
で
す
。

P
S
T

と
は
、

ご

般
市
民
に
支
援
さ
れ
て
い
る
度
合

い
。
」

を
計
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
市
民
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
、
つ
ま
り
公
益
性
が
高
い
団
体
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

-
「P
S
T」
要
件
を

ク
リ
ア
し
や
す
い
特
例
が
で
き
た

P
S
T
要
件
が
備
わ

っ
て

い
る
か
を
判
断
す

る
基
準
と
し
て
は

【寄
附
】
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は

「寄
附
者
の
人
数
」
「
寄
附
金
額
」

「寄
附
金
収
入
の
割
合
」
等
を
基
準
と
す
る
ル

ー
ル
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
た
理
由
は
、
公
益

性
の
測
定
を
客
観
的
に
す
る
た
め
に
、

「市
民

が
そ
の
活
動
を
ど
れ
だ
け
支
持
し
て
い
る
か
を
、

数
的
に
測
定
す
る
。
」
た
め
で
す
。
こ
の
要
件

は
、
年
間
平
均
で

一
定
の
寄
附
を
募
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
昨

年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
次
の
選
択
肢
の
う
ち

「達
成
し
や
す
い
ほ
う
。

」
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

制
河
値
基
準
}

総
収
入
額
の
う
ち
、
寄
附
金
収
入
の
占
め
る

割
合
が
却
%
以
上
で
あ
れ
ば
ク
リ
ア
で
き
る
。

九
対
値
革
主
}

「年
3
千
円
以
上
の
寄
附
者
」
が
「
年
平
均

1
0
0
人
以
上
」
い
れ
ば
ク
リ
ア
で
き
る
。

「
相
対
値
基
準
」
と

「絶
対
値
基
準
」
の
ど

ち
ら
が
有
利
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
各
法
人
の

運
営
体
制
や
事
業
の
収
入
内
訳
に
よ
っ
て
変
わ

Q
t
一
認
定
の
有
効
期
聞
は
、
認
定
日
よ
り
5
年
間
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

5
年
後
に
は
、
ど
の
よ
う
な
書
類

を
作
成
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
?

A
tい
5
年
後
に
は
、
認
定
の
更
新
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
更
新
書
類
提
出
の
際
に
は
、
基
本
的

に
は
申
請
時
と
同
じ
基
準
で
の
審
査
を
す
る
事
に
な

り
ま
す
。
そ
の
際
、
認
定
後
の
5
事
業
年
度
に
つ
い
て
P
S

T
な
ど
の
実
績
が
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
毎
年
度
し

っ
か
り
し
た
事
業
報
告
書
類
を
作
成
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

Q
2
一

仮
認
定
の
有
効
期
間
は
、

認
定
日
よ
り
3
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、

3
年
後
に
は
、
ど
の
よ
う
な
書

類
を
作
成
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
?

A
2
一

仮
認
定
の
場
合
、
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3
年
後
に
は
、
認
定
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
活
動
さ
れ
る
よ

う
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
3
年
後
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
認
定
の
準
備
が
整
っ
た
の
な
ら
、

1
年
目
だ

ろ
う
が
2
年
目
だ
ろ
う
が
、
認
定
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
を
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
将
来
、
認
定
N
P
O

法
人
に
な
る
こ
と
を
見
据
え
て
新
た
に
N
P
O
法
人

を
設
立
さ
れ
る
方
々
も
、
最
初
か
ら
認
定
の
要
件
を

頭
に
入
れ
な
が
ら
N
P
O
法
人
を
設
立
し
て
欲
し
い

で
す
ね
。

Q
3
一

申
請
の
際
に
特
に
注
意
す
べ
き
要
件
は
あ
り
ま
す

か

?
A
3
一

要
注
意
な
の
は
、
役
員
の
要
件
で
す
。
他
の
団
体

の
役
員
を
兼
任
し
て
い
る
人
が

3
分
の
1
以
上
い
な

い
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
他
国
体
の
役
員
を
兼
任
し
て
い
る
人
が

多
数
い
る
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
も
し

も
、
該
当
者
が
3
分
の
1
以
上
い
る
よ
う
な
ら
、
総

会
で
役
員
の
増
員
を
す
る
な
ど
し
て
要
件
を
ク
リ
ア

っ
て
き
ま
す
。

委
託
事
業

・
補
助
金
が
多
い
団

体
は
相
対
値
基
準
の
利
用
も
可
能
で
し
ょ
う
が、

お
%
以
上
を
算
出
す
る
計
算
が
容
易
で
は
な
い

の
で
、
認
定
を
受
け
る
た
め
に

こ
れ
か
ら
寄
附

者
集
め
を
始
め
る
N
P
O
法
人
に
有
利
な
の
は

【絶
対
値
基
準
】
の
ほ
う
で
し
ょ
う
。

寄
附
金
収
入
の
割
合
が
初
%
を
超
え
る
団
体

は
少
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の

【
絶
対
値
基
準
】
を
利
用
し
て
、

3
千

円
の
寄
附
を
し
て
く
れ
る
方
を
百
人
以
上
集
め

れ
ば
、
認
定
も
夢
で
は
な
い
の
で
す
。
絶
対
値

基
準
は
、
認
定
を
目
指
す
N
P
O
法
人
に
と

っ

て
も
明
確
な
目
標
と
な
り
ま
す
し
、
寄
附
す
る

方
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
目
標
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
「

3
千
円

×
1
0

0
人
ル

ー

ル
」
が
認
定
要
件
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
追
い

風
と
な
り
、
今
年

6
月
1
日
付
で
、

松
戸
市
の

介
護
系
の
国
体
さ
ん
が
介
護
系
で
は
全
国
で
初

め
て
の
認
定
N
P
O
法
人
と
な
っ
た
例
も
あ
り

ヰヱ
d
J

。

一
E.
「
仮
認
定
」
制
度
を
活
用
す
る
γ
司

d
ム
γ

・
「P
S
T」
要
件
を

ク
リ
ア
で
き
な
く
て
も
よ
い
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そ
れ
で
も
、

N
P
O
法
人
が
す
ぐ
さ
ま
、

1
0
0
人
以
上
の
方
か
ら
寄
附
を
も
ら
う
の
は

大
変
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
今
年
4
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が

「仮
認
定
制
度
」
で
す
。

「
仮
認
定
制
度
」
は
、
認
定
N
P
O
法
人
に
な

る
8
つ
の
要
件
の
う
ち
、
最
も
高
い
ハ

ー
ド
ル

で
あ
る
「
パ
ブ
リ

ッ
ク

・
サ
ポ
ー
ト

・
テ
ス

ト」

(
P
S
T
)
要
件
を
満
た
し
て
い
な
く
て

も
、
「
仮
認
定
」
し
て
、

一
定
の
税
制
優
遇
措

置
を
与
え
る
制
度
で
す
。
寄
附
者
が
ゼ
口
で
も
、

寄
附
金
が
ゼ
口
円
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
他
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

「仮
認
定
」
を
受
け

て
、
寄
附
者
へ
の
税
制
優
遇
の
一

部
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

「
仮
認
定
」
の
有
効
期
間
は
短
く
、
有
効
期
聞

は
3
年
と
な
り
ま
す
。

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Q
4
一
仮
認
定
は
、
ど
ん
な
N
P
O
法
人
で
も
申
請
で
き

ま
す
か
っ

A
4
一
2
0
1
5
年
3
月
末
ま
で
は
、
設
立
し
て

1
年
以

上
で
2
事
業
年
度
を
終
-
え
て
い
る
N
P
O法
人
な
ら

ば
ど
こ
で
も
申
請
可
能
で
す
。

(
設
立
し
て
5
年
経

過
し
た

N
P
O法
人
で
も
可
。
)

そ
れ
以
降
は
、
設
立
し
て
5
年
ま
で
の
N
P
O
法

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Q
5
一
「寄
附
3
千
円

x
1
0
0
人
」
の
基
準
は
、
認
定

の
後
も
す
っ
と
満
た
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
で
す

か

?
A
5
…
 

認
定
取
得
後
、
事
業
年
度
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
は
さ

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

5
年
後
の
更
新
の
際
に
、
過

去
5
年
間
の
実
績
を
通
じ
て
3
千
円
以
上
の
寄
附
者

が
年
平
均
1
0
0
人
以
上
、
あ
る
い
は
寄
附
の
割
合

が
総
収
入
額
の
う
ち
初
%
以
上
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
認
定
の
更
新
の
た
め
に
も
、
基
準
を
意
識

し
た
寄
附
者
・
寄
附
金
集
め
が
大
切
で
す
。

Q
6
一

仮
認
定
と
認
定
、
最
初
は
「
仮
認
定
」
を
と
っ
て

お
く
べ
き
で
す
か
っ
・

A
6
一

申
請
で
き
そ
う
な
ら
認
定
を
直
接
目
指
す
こ
と
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
仮
認
定
は
3
年
で
終
了
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
認
定
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

仮
認
定
で
は
、
相
続
税
の
非
課
税
や
「
み
な
し
寄

附
金
制
度
」
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。
過
年
度
分
の
寄
附
者
名
簿
の
作
成
が

困
難
な
場
合
、
先
に
仮
認
定
を
受
け
、
有
効
期
間
内

に
認
定

へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
を
オ
ス

ス
メ
し
ま
す
。
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江戸城天守閣が再建され

たら、世界が注目する「日

本の宝Jになるでしょう!2020年に、天守閣を再建する。
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ん

な

団

務

な

さ

務

財
専

員

E

専

光

代

委

談

役

観

初

会

E

締

京

の

諮

竹

取
東

)

@

審

小

表

、

B
る

光

O

F--U

代

て

V

な
観
任

話

日

経

C
と

都

歴

海

T
を

T
事
京
を

週

J

ど
(
理

東

ど

遠
回
問
圃
仲
-
る一的

復
興
・
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
に

話

江

戸

城

が

再
建
さ
れ
た
ら
、
日
本
の
歴
史
、
伝

圃瞬
統
・
文
化
の
象
徴
と
し
て
後
世
へ
の
贈
り
物
に
な

一
刊

る
。
ま
た
、
魅
力
あ
る
「
観
光
立
国
」
の
シ
ン
ボ

一間
ル
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

一榊
て
国
際
的
な
交
流
拠
点
に
、
そ
し
て
ま
た
、

3
・

京
日
東
日
本
大
震
災
か
ら
立
ち
直
り
、
「
日
本
の
復

興
、
再
生
」
を
目
指
す
新
し
い
国
‘
つ
く
り
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
、
と
信
ず
る
。

国際的な観光客の誘致が活発になっている中、地域再生の取り組みが全国各地で
行われている。認定NPO法人と主よって活動に弾みをつけようとしている。NPO図
体が、なぜ今、江戸械を再建しようとしているのが。理事長の小竹直隆氏に話を聞

いた一一一 。

認定NPO法人

「江戸城再建を
目指す会J
(東京都)

首
都
東
京
に

日
本
を
代
表
す
る

歴
史
的
建
造
物
を

私
た
ち
は
、

3
5
0
年

前
の
明
麿
の
大
火
で
焼
失

し
た
江
戸
城
寛
永
度
天
守

閣
の
再
建
を
目
指
し
て
い

る
。
世
界
5
大
都
市
に
は
、

東
京
を
除
い
て
、
北
京
に

は
紫
禁
城
、
パ
リ
に
は
ベ

ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、
ロ
ン
ド

ン
に
は
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮

殿
、
ニ
ュ

ー

ヨ
ー
ク
に
は

自
由
の
女
神
な
ど
、
そ
の

国
の
歴
史
と
、
伝
統
、
文

化
を
代
表
す
る
記
念
碑
が

あ
る
。
し
か
し
、
東
京
に

「認定NPO法人j

全国の事例

case2 
4・
' .. 

rb，¥
P
I-
-
1
1『

3
ぷ
吋
J

J
P
・

1j
h
Fr
a
-
J
M

ば
い
ん

勺・
F

コ
は
こ
れ
と
い
っ
た
大
き
な
歴
史
建
造
物
が
な
い
。

も
し
、
首
都

・
東
京
に
江
戸
城
が
再
建
さ
れ
た
な

ら
、
日
本
の
歴
史
と
伝
統
、
文
化
が
世
界
各
国
か

ら
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
為
に
も
、
江
戸
城
を
再
建
し
て
、
観
光
立
国

を
目
指
す
日
本
の
象
徴
に
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を

つ
く
り
た
い
。
そ
の
為
に
私
た
ち
は
活
動
し
て
い

る。
ー-，

復市

15成
巴22
C年
G6  
も月
之よ17
表白
しに
ては
し1寸こ

復元創作広島大学 z犬
三浦正幸教授 uG守
(株)エス社 が、
認定NPO法人 ー

江戸城再建を

目指す会

CG 

提供

建
設
資
金
を
集
め
る

江
戸
城
を
再
建
す
る
敷
地
は
、
皇
居
の
東
御
苑

の
一
角
に
あ
り
、
宮
内
庁
の
管
理
下
に
あ
る
。
場

所
が
場
所
だ
け
に
再
建
が
許
可
さ
れ
る
ま
で
の
道

の
り
は
容
易
で
は
な
い
が
、
江
戸
城
再
建
を
望
む

人
々
が
広
が
り
、
国
民
的
な
世
論
が
拡
が
っ
て
い

け
ば
、
決
し
て
叶
わ
な
い
夢
で
は
な
い
と
考
え
る
。

そ
れ
を
信
じ
て
活
動
し
て
い
る
。
木
造
天
守
閣
の

建
設
費
は
数
百
億
円
と
も
い
わ
れ
る
が
、
建
設
資

金
は
、

1
、

2
年
後
、
再
建
計
画
を
軌
道
に
乗
せ

た
段
階
で
、
本
格
的
な
募
金
活
動
を
進
め
る
予
定

で
い
る
。

認
定
N
P
O法
人
に
な
っ
た
価
値

認
定
N
P
O
法
人
制
度
と
は
、
民
間
の
活
動
で

あ
っ
て
も
社
会
的
に
有
益
な
活
動
に
対
し
て
寄
附

し
た
場
合
、
寄
附
者
に
税
金
を
叩
%
程
度
還
元
し

よ
う
と
す
る
画
期
的
な
制
度
で
あ
る
。

昨
年

4
月
に
、
私
た
ち
の
法
人
は
認
定
N
P

O

法
人
と
な
っ
た
。
認
定
N
P
O
法
人
に
な
っ
た
お

蔭
で
、
今
後
は
、
寄
附
金
に
対
し
て
か
つ
て
な
い

規
模
で
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
得
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
か
ら
だ
。
こ
れ
を
契
機
に
、
組
織
の
基
盤
整

備
を
進
め
て
、
江
戸
城
一
再
建
を
目
指
し
て
、
本
格

的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

認
定
N
P
O法
人
に
な
る
と
き
の
苦
労

認
定
N
P
O
法
人
と
な
る
為
に
は
、

8
個
の
認

定
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
苦
労
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
場
合
、
会
員
全
体

の
8
割
の
賛
助
会
員
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
賛

助
会
員
も

2
，

0
0
0
人
を
超
え
て
い
る
の
で
、

質
量
共
に
認
定
N

P
O
法
人
の
要
件
を
ク
リ
ア
す

る
力
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制

が
あ
っ
た
こ
と
が
認
定
を
受
け
ら
れ
る
要
因
で
は

あ
っ
た
が
、
私
た
ち
に
は
ど
う
し
て
も
認
定
を
受

け
た
い
と
い
う
志
が
あ
っ
た
。
認
定
を
受
け
る
た

め
に
は
、
こ
の
志
が
大
事
だ
と
思
う
。

N
P
O
活
動
を
す
る
市
民
自
体
が
志
を
持
ち
、

自
ら
の
意
思
で
動
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
。

こ
う
し
た
自
主
的
な
活
動
が
次
第
に
社
会
に
認
め

ら
れ
て
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
く
。

岩
手
県
の
N
P
O法
人
へ
の
激
励

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
は
、
心
よ
り
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

新
し
い
「
民
の
力
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、

民
間
団
体
が
社
会
貢
献
を
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、

時
代
を
動
か
す
大
変
重
要
な
意
味
合
い
を
持
っ

て

い
る
。
認
定
N
P
O
法
人
は
、
新
し
い
市
民
社
会
の
担

い
手
と
し
て
社
会
を
変
革
す
る
主
役
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
い
う
新
し
い
時
代
の
大
き
な
う
ね

り
が
、
今
、
目
前
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
予
感
し

て
い
る
。
認
定
を
め
ざ
し
て
い
る
岩
手
県
の

N

P

O
法
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
認
定
を
受
け
て
、

自
分
達
の
活
動
を
飛
躍
さ
せ
て
ほ
し
い
。

平
成
同
年
の
任
意
団
体
を
経
て
、

平
成
均
年

に
、
東
京
都
の
認
涯
を
得
て
、

N
P
O法
人

「
江
戸
城
再
建
を
目
指
す
会
」
を
設
立
。
平
成

幻
年
4
月
に
は
認
定

N
P
O法
人
と
し
て
の
認

定
を
受
け
た
。

江
戸
城
再
建
セ
ミ
ナ
ー
-
講
演
会
や
江
戸
城

を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
、
再
建
の
機

運
を
高
め
る
活
動
に
取
り
組
む
。
平
成
似
年
6

月
現
在
、
会
員
総
数
は
、

2
可

6
0
0
名
を
超

え
つ
つ
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
と
組
織
基
盤

を
土
台
に
し
て
、
平
成
お
年
に
は

「再
建
を
目

指
す
会
」
か
ら

「再
建
す
る
会
」
に
移
行
し
、

2
0
2
0年
に
は
、
江
戸
城
天
守
閣
再
建
の
夢

を
実
現
す
る
、
口
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し
た
。

O
法
人
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

(左
記
の
5
段
階
の
運
動
を
展
開
し
て
い
く
)

①
任
意
団
体
の
設
立

②

N
P
O
法
人
の
認
証
、

認
定
N
P
O法
人
の
認
定

③
各
界
、
各
階
層
に
広
く
、

"
草
の
根
運
動
“
展
開

f
i
l

O
こ
れ
か
ら
の
方
向
l

④
築
城
プ
ラ
ン
の
具
体
化
と
、

国
民
的
な
再
建
運
動
の
展
開
へ

⑤

「江
戸
城
天
守
閣
」
を
再
建
へ

勾t子Nr~

今
回
は
認
定
N
P
O法
人
の
特
集
号
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
改
正
に
な
っ
た
点
忽
ど
と
理
解
い
た
だ

け
た
で
し
ょ
う
か
。

す
で
に
こ
の
制
度
を
活
用
さ
れ
て
る
N
P
O

法
人
で
は
寄
附
な
ど
を
集
め
や
す
く
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。
税
制
上
の
優
遇
も
さ
る
こ
と
砿
が

ら
し
っ
か
り
し
た
N
P
O法
人
と
い
う
印
象
を

持
た
れ
て
い
る
こ
と
も
一
因
の
よ
う
で
す
。

認
定
は
必
要
行
ゆ
い
と
思
わ
れ
て
る
N
P
O法

人
で
も
認
定
の
取
得
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

平成23年度の収支計算書

(単位円)

6.629.000 
1.160.700 
3.942.800 
3.510 
152.544 
11.888.554 

収入の部

会費収入

事業収入

寄付金収入

募金収入

その他収入

収入合計

円 I~ J者!t 3
品
川

ー'
Z作

.、
，hya
可

.. 

、;
A

，AK

a
sk
-

J

 

に

・4
1

・5
1・ド
4
1

-tMu六
---f
fH
二

H
相
周
回

N
品

特

由

油

N
O
E
滞
司
滞
布
¥
雌
川
市
首
刑
界
湖
答
申
曲
調
Z
勺

0
・
u
月
食
因
調
市
掛

川哨
O
N
O
E∞
凹
目

1
0

臨
ヨ
ヨ
豆
沙
-
o
l

-

↓m
「

0
4
CI白
N
U
0
2
由

由

主

y
x
g
u
s
m
N
U
'
m
ω
ω
由

防
闘
・
論
鵜
¥
謝
沼
ゆ
芹
4
X
l
w
hパ
V
A
W
U
T
芹
3
図

引

O
N
010
二
四
出
削
圏
卦
蹄
-S
耳
目
l
-

∞↓
m
「

o
-
中
m
N
U
・
石
N
N
古
川
、

p
x
o
-

∞'
m
N坦
ム
白

Nω

※
刀
一
Z
(
廷
「
J
F
)

一
件
'
輸
品
回
'
恥
咽
∞
-
0
0
0
開
明
市
湘
命
戸
、
ベ
「
JMm
叫
。
|
坤
百
恥
叩
汗

q
S
E市
首
一
件
'
一
可
(
)
∞
週
(
悩
浦
湖
品
開
帯
情
〈
)
4
1
4

，--
4
J川
P

円

4

‘
1

，J'
J

・

.

9.099.828 
3.079.959 
12，179守787
ム291.233
3.870守907

支出の部

1 事業費合計
2 管理費合計
支出合計

収支差額

次期繰越収支差額

認定NPO法人「江戸城再建を目指す会」
積京都=千代田区仲田伸保町2・20ワカヤキヒル402
TEL : 03-6423-1882 FAX: 03-6423-1897 
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次
号
の
発
行
は
、

叩
月
中
旬
の
予
定
で
す
。
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